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(57)【要約】
【課題】足場となる天板作業部を有し、天板作業部に安
全柵と、足を踏み外す事故を防止する踏み外し防止部を
設け、高所の作業を安全にかつ安心して行うことができ
、また、より高所の作業をするときは、梯子部や支持脚
部に補助脚部を継ぎ足すだけで一台の脚立で対応するこ
とができる簡易足場兼用脚立を提供を目的とする。
【解決手段】　本発明の簡易足場兼用脚立は、2本の縦
材とその間に架設された複数の横桟を有する前部梯子部
と、前部梯子部の上端側に側部が固設された天板作業部
と、天板作業部の後部に回動部を介して回動自在に装設
された2本の縦材とその間に架設された複数の横桟を有
する後部梯子部と、天板作業部の少なくとも3面に固設
若しくは脱着自在に固定された安全柵と、天板作業部の
周囲の少なくとも３面に配設された踏み外し防止部とを
備えている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
2本の縦材とその間に架設された複数の横桟を有する前部梯子部と、前記前部梯子部の上
端に前部又は側部が固設された方形又は後部が下底に形成された等脚台形状の天板作業部
と、前記天板作業部の後部に回動部を介して回動自在に装設された１本脚の支持脚部又は
2本の縦材とその間に架設された複数の横桟を有する後部梯子部と、前記天板作業部の少
なくとも3面に固設若しくは脱着自在に固定された方形又は後部が下底に形成された等脚
台形状の安全柵と、前記天板作業部の周囲の少なくとも３面に配設された方形又は後部が
下底に形成された等脚台形状の踏み外し防止部とを備えたことを特徴とする簡易足場兼用
脚立
【請求項２】
　前記支持脚部を前記天板作業部の後部に開閉自在に連結する回動連結部と、前記支持脚
部の所定部に装設された板状突設部と、前記板状突設部に回動自在に固定された支持脚固
定部と、前記支持脚固定部を前記天板作業部を水平に支持する前記横桟や前記縦材に前記
支持脚固定部の他端部を脱着自在に係止する係止部と、を備えたことを特徴とする請求項
1に記載の簡易足場兼用脚立
【請求項３】
前記前部梯子部及び/又は前記後部梯子部の各前記縦材や支持脚部がパイプ材や角材状部
材等で形成され、各前記縦材や支持脚部の下端部に挿入又は添設され所定の長さで固定さ
れる一本足状又は二股状自在脚を備えたことを特徴とする請求項1又は２に記載の簡易足
場兼用脚立                                                                      
          
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、簡易足場兼用脚立に関し、更に詳しくは、梯子部の上部に形設された天板作
業部と、天板作業部の後部に開閉自在に連設された後部梯子部又は支持脚部とを備えてい
るので、簡易足場や剪定作業等の三脚として利用でき、かつ天板作業部に安全柵と踏み外
し防止部を備えているので、安全性、利便性に優れるとともに、梯子部用や支持脚部用の
自在脚を有し天板作業部の高さを１段以上高くすることができ、１台で２台分以上の働き
をすることができる簡易足場兼用脚立に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、庭木の剪定や、建設工事、内装工事、装置の点検等の高所で作業する場合に、一
対の梯子部を上端部で開閉自在に連結した脚立や、梯子部の上端部に長尺棒状の支持脚部
を連結した三脚の脚立が用いられている。これらの脚立は、通常、横桟の奥行き長さが短
く、足を乗せる面積が小さいため作業者は不安定な状態で作業を行う結果、転落事故や脚
立の転倒事故が発生し易く、また転落の不安により余計な注意力を払う必要がある等、作
業性及び安全性に欠けていた。
【０００３】
　このような問題点を解決するために、種々の特許文献が開示されている。例えば、
・特許文献１には「一対の梯子の上端部を蝶番の構造で連設し一定の角度内で開閉自在に
した脚立において、フレームの各対応する箇所にストッパー溝を配設し、当該ストッパー
溝、フックの掛け金と勘合するガイドを各長辺の一側に設けた踏み板及び蹴上げ板からな
る組み立て足場をフレーム上に組み合わせた脚立」が開示されている。
・特許文献２には「２本のアルミ管の間に配設された階段と、階段の最上部に配設された
作業床と、作業床を支持する複数の脚と、脚に架設された揺れ止と、脚の下部同士を連結
する開き止と、前記脚等に配設された滑り止と、前記アルミ管や前記脚等の各部材の節点
が回転可能等に構成された折畳み式簡易足場」が開示されている。
・特許文献３には「前面上部に開口を有し内部に空所を有する台ユニットと、背部側に水
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平な前記開口の下辺近傍で前記台ユニットに枢着され、前記階段ユニットを回転自在とし
て前記空所へ出し入れ自在とする枢支軸を有する階段ユニットと、台ユニットは空所に収
容した前記階段ユニットを収容状態で保持するストッパと、を備えた折畳み式脚立」が開
示されている。
・特許文献４には「左右一対の前脚と、前脚の上端部に開閉可能に連結された左右一対の
後脚と、前脚間に一端が回転可能に横設された複数の踏み板と、踏み板の自由端部に枢着
され前脚と平行に配設されたリンク部材と、後脚間に横設され開脚状態で踏み板を載置支
持可能な横桟と、前記踏み板の自由端部に一端部が枢着され他端部が前記横桟に枢着され
た開き止め部材とを備えた折畳み式脚立」が開示されている。
【０００４】
【特許文献１】実開昭６１－２０７００号公報
【特許文献２】実開昭６１－１２４５５２号公報
【特許文献３】実用新案登録第３０２２５２８号公報
【特許文献４】特開２００１－１４０５６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の技術では以下のような課題を有していた。
（１）特許文献１の「脚立」は、組立て足場を脚立に取り付けたり、取り外したり所定位
置にスライドさせたりしなければならず、組立て足場の設置作業等が煩雑で使用し辛いと
いう課題を有していた。
（２）また、組立て足場がフレームの外側に突出して配設されているので、安定性に欠け
るので、作業者が作業中に組立て足場がぐらついたり、重心が後ろにあるので傾いたりし
易く安全性に欠けるという課題を有していた。
（３）フックの掛金にガイドやフックを嵌合して組立て足場をフレームに取り付けるので
、脚立がぐらついたり傾いたりした場合にガイドやフックが外れ易く安定性及び安全性に
欠けるという課題を有していた。
（４）特許文献２の「折畳み式簡易足場」は、多部材から構成され部品点数が多く折畳ん
でもコンパクトにできず重量も大きいので運搬性及び保管性に欠けるという課題を有して
いた。
（５）特許文献３の「折畳み式脚立」は、台ユニットの前面で階段ユニットを縦方向に回
転させて台ユニットの空所に出し入れするため、階段ユニットの回転半径を大きくできな
いことから、多段階の脚立とすることができず、低所作業しか行うことができないという
課題を有していた。
（６）特許文献４の「折畳み式脚立」では、部品点数が多く枢着箇所も多く構造が複雑で
生産性に欠けると共に、上段側の踏み板ほど、安定性が悪く、ぐらつきや揺れが大きくな
るためせいぜい高さが１ｍ程度の脚立にしかできず高所作業用としては使用できないとい
う課題を有していた。
（７）また、現在、上述したものを含めて種々の脚立が開発されており、一対の梯子部を
有するもの（いわゆる四脚型）や三脚型、直線状にして梯子として使用できる兼用型等が
開発、市販されているが、従来の脚立はいずれも使用性や安定性、安全性に欠け、作業者
にとって使い難く、結果として脚立を用いた作業性が著しく低下し、また構造が複雑で生
産性に欠ける等の多くの問題を有しており、これらの問題を解決する新規な脚立の開発が
望まれている。
【０００６】
　そこで、本発明者はこれらの課題を解決するため、鋭意研究を行い発明を完成し、特許
権（特許第3821836号）を収得した。
　特許を収得した脚立は、踏み面の広い階段部を有するので、安心して作業に邁進するこ
とができ作業性に優れると共に、梯子部の内側に階段部を配設し階段部に係る重量を脚立
の重心に近づけたので作業時の脚立の安定性及び作業員の安全性を向上させ、折畳み時に
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は階段部を梯子部の間に格納してコンパクトにでき運搬性及び保管時の省スペース性に優
れ、四脚型や三脚型、兼用型のいずれの脚立にも対応でき構造が簡単で生産性に優れるも
のである。
【０００７】
　しかしながら、前記特許の脚立は、従来と同様に天板部には人が昇らないことを前提に
しているので、天板部が狭く、又、各梯子部の頂部に回動連結部を設けているので余計に
天板に上りづらく、かつ天板部に昇っても手すりもなく、また狭いので、作業がし辛く、
高所作業ができ難いという課題を有していた。また、梯子部の長さが固定されているため
、作業場所の高さに応じて、作業現場ごとに高さにあった脚立を準備しなければならず、
作業現場への運搬や、保管時にスペースを必要とするという課題を有していた。
【０００８】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、足場となる天板作業部を有するとともに
、天板作業部に安全柵と、足を踏み外す事故を防止する踏み外し防止部を備え、高所の作
業を安全にかつ安心して行うことができ、また、より高所の作業をするときや段差状や傾
斜地等の不整地で作業をするときは、梯子部や支持脚部の自在脚の長さ（高さ）を調整す
るだけで一台の脚立で対応することができ利便性に優れる。更に天板作業部や階段部が広
いので、簡易足場としても利用することのできる簡易足場兼用脚立を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために本発明の簡易足場兼用脚立は、以下の構成を有している。
本発明の請求項１に記載の簡易足場兼用脚立は、2本の縦材とその間に架設された複数の
横桟を有する前部梯子部と、前記前部梯子部の上端に前部又は側部が固設された方形又は
後部が下底に形成された等脚台形状の天板作業部と、前記天板作業部の後部に回動部を介
して回動自在に装設された１本脚の支持脚部又は2本の縦材とその間に架設された複数の
横桟を有する後部梯子部と、前記天板作業部の少なくとも3面に固設若しくは脱着自在に
固定された方形又は後部が下底に形成された等脚台形状の安全柵と、前記天板作業部の周
囲の少なくとも３面に配設された方形又は後部が下底に形成された等脚台形状の踏み外し
防止部とを備えた構成を有している。
【００１０】
　この構成により、以下の作用が得られる。
（１）広い方形又は後部が下底に形成された等脚台形状の天板作業部を有するので、従来
使用できなかった最上段の天板作業部で作業をすることが可能となった。
（２）天板作業部に安全柵を備えているので、天板作業部上で安心して作業ができるうえ
、安全柵で体が支えられているので従来の脚立に比べ作業範囲を格段に広げ、作業量を大
幅に増やすことができるとともに、天板作業部からの転落の不安による余計な注意力を払
う必要がなく、落ち着いて作業することができる。
（３）天板作業部の周囲に踏み外し防止部を有するので、作業中に天板作業部から足を踏
み外して転落する事故を防ぐことができる。
（４）天板作業部が前部梯子部の上端側で側部や下面が固設されているので、天板作業部
を水平に保つ際に回動自在な支持脚部や後部梯子部のみを調節すればよく、簡易足場兼用
脚立の設置作業を簡単に行うことができ設置作業性に優れる。
（５）天板作業部や安全柵、踏み外し防止部が、後部が下底に形成された等脚台形状の場
合は、作業員が作業中に天板作業部上を動いても重心が、簡易足場兼用脚立の重心の近く
に来るので、簡易足場兼用脚立が傾いたり転倒したりするのを防止できる。
（６）支持脚部や後部梯子部は開閉自在なので、作業終了時は簡易足場兼用脚立を折り畳
むことができコンパクトにできる。
【００１１】
　ここで、支持脚部や後部梯子部としては、アルミニウムや軽合金等の金属材からなる棒
状、パイプ状部材等が用いられる。支持脚部の下端部にも設置安定性を高めるために、設
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置面固定部を設けることが好ましい。
天板作業部の広さは脚立の用途や設置スペースに応じて適宜設定することができる。天板
作業部の奥行を狭くすれば前後部梯子部間の間隔が狭くなり、狭い作業現場にも設置でき
、また天板作業部の奥行を大きくすれば作業者は足場の足回りが広いので、作業箇所を格
段に広げることができ作業性を向上できる。また、工具や材料等を天板作業部に置くスペ
ースを広く取ることができ、多くの工具や材料等を手元に置くことができ、工具等を取り
換えるため簡易足場兼用脚立の昇り降りする回数を減らすので省力性や作業性を大幅に向
上できる。
天板作業部は、方形の場合は幅が３０～５０ｃｍ、奥行が３０～１００ｃｍに形成される
のが好ましい。等脚台形の場合は、前部の上底幅が３０～５０ｃｍ、奥行が３０～１００
ｃｍ、後部の下底が１５～４０ｃｍに形成されるのが好ましい。足場が広いので、作業範
囲が３６０度に拡大できるとともに安心して作業をすることができる。また、等脚台形の
場合には後部梯子部側を上底とすることにより、後部梯子部側に行くに従い、作業員の重
心が簡易足場兼用脚立の重心に近づくので、作業時の簡易足場兼用脚立の安定性を向上さ
せることができる。
天板作業部と前部梯子部は両側部に各々固設されたへの字型等の支持板や枠材に螺着等で
固設するか溶接して固設されるのが好ましい。
【００１２】
　安全柵の高さは大人の腰ぐらいまでが安全性の面から好ましい。あまり低すぎると上半
身が柵外にはみ出し転落する恐れがあり安全性に欠けるためである。安全柵は全体を一体
に製作してもよいが、各面を独立させ各々別個に天板作業部の周壁の固定部に脱着自在に
装設固定してもよい。各面を独立して製作した場合は簡易足場兼用脚立を収納したり、搬
送する場合に嵩張るのを防ぐことができ省スペース性に優れる。安全柵の各下端部を溶接
で固定すると安全性を向上させる。また、安全柵は天板作業部に脱着自在に製作し、隣り
合う面同士を丁番で連結してもよい。作業後は天板作業部から取り外し折り畳んで収納や
運搬をすることができ収納性や運搬性に優れる。
安全柵は天板作業部の周囲に設けてもよいが、天板作業部の前部を外した３面に設けて天
板作業部への昇り降りを容易にするようにしてもよい。
安全柵を天板作業部に脱着自在に装設するときは、安全柵の縦材の下部を固定する縦材固
定部が天板作業部に形設される。
　踏み外し防止部は、安全柵や縦材固定部と一体に形成されるのが好ましい。安全柵の機
械的強度を向上させるためである。踏み外し防止部の高さは天板作業部の上面から３～２
０ｃｍに形成するのが好ましい。これにより足が天板作業部から踏み外すのを防ぎ安全性
を高めることができる。
【００１３】
少なくとも前部梯子部の縦材は、左右の外側に弓なり状に湾曲させると簡易足場兼用脚立
の安定性を向上させることができる。
前後部梯子部間の各対向面に、簡易足場兼用脚立を開閉する開状態保持材が設けられる。
後部梯子部の代わりに一本脚の支持脚部を用いた場合は、前部梯子部と支持脚部間の各対
向面に、簡易足場兼用脚立を開閉する開状態保持材が設けられる。
開状態保持材としては、所定部で折り曲げ自在に形成された長尺状の保持材の一端部を各
縦材や支持脚部の所定部に軸着し、他端部を対向する縦材間に架設したもの等が用いられ
る。なお、開状態保持材が１８０°で保持された状態で天板作業部が水平となるように構
成される。これにより、作業者は天板作業部や踏み板上でバランスを崩したり踏み板に置
いた作業具等が転がって落下したりすることなく安全且つ円滑に作業を行うことができる
。
　また、簡易足場兼用脚立には前後部梯子部を閉じた状態で保持するフック構造からなる
開き止め等の閉状態保持部を設けることが好ましい。
　梯子部の横桟や天板作業部等には水準器を設けることが好ましい。これにより、天板作
業部や横桟が水平になるように確認しながら容易に簡易足場兼用脚立の設置作業を行うこ
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とができる。
【００１４】
請求項２に記載の簡易足場兼用脚立は、請求項１において、前記支持脚部を前記天板作業
部の後部に開閉自在に連結する回動連結部と、前記支持脚部の所定部に装設された板状突
設部と、前記板状突設部に回動自在に固定された支持脚固定部と、前記支持脚固定部を前
記天板作業部を水平に支持する前記横桟や前記縦材に前記支持脚固定部の他端部を脱着自
在に係止する係止部と、を備えた構成を有している。
　この構成により、請求項1で得られる作用に加え、以下の作用が得られる。
（１）支持脚部により三脚となるので、特に剪定作業等に好適に使用できる。
（２）支持脚部が回動連結部を介して開閉自在に天板作業部の後部に連結されているので
、支持脚部を開き、支持脚固定部を横桟や縦材の掛止部に掛止することにより、天板作業
部を水平に安定して保持できるので、安全性や作業性に優れる。
（３）支持脚固定部を係止部から係止を解くことにより、支持脚部を閉じ簡易足場兼用脚
立をコンパクトに畳むことができる。
【００１５】
　ここで、回動連結部は、天板作業部の両側部の支持板の先端部に架設された連結軸に遊
貫した回動部を備えた構造や各支持板に装設された軸部に回動自在に装設された構造等で
形設される。
　支持脚固定部が脱着自在に係止部に固定されているので、支持脚固定部を係止部から外
せば簡易足場兼用脚立を折り畳むことができる。支持脚部の支持脚固定部材保持部の下部
に支持脚固定部の掛止部を形設することにより、係止部から外した支持脚固定部を掛止部
で掛止できるので、簡易足場兼用脚立を運搬する際に支持脚固定部が揺動するのを防止で
き運搬性に優れる。
　係止部や掛止部としては、蝶螺子、ボルトとナット、折り曲げピン等一般的な係止手段
が用いられる。
【００１６】
　請求項３に記載の簡易足場兼用脚立は、請求項1又は２において、前記前部梯子部及び/
又は前記後部梯子部の各前記縦材や支持脚部がパイプ材や板状部材等で形成され、各前記
縦材や支持脚部の下端部に挿入又は添設され所定の長さで固定される一本足状又は二股状
自在脚を備えた構成を有している。
この構成により、請求項1又は２で得られる作用に加え、以下の作用が得られる。
（１）簡易足場兼用脚立の設置面が、傾斜地や階段状等の不整地の状況であって、前後梯
　　　
子部間や各縦材間、または前部梯子部と支持脚部間で高低差があっても、自在脚の長さ（
高さ）の調節により、高低差を吸収し天板作業部の上面を水平に保つことができる。
（２）作業位置の高さが異なるときは、自在脚の高さを調整するだけでよく、従来のよう
に高さの異なる脚立を複数準備したり整地したりする必要がなく作業性を大幅に向上させ
利ことができる。
（３）二股状自在脚を使用した場合は、四脚となり、簡易足場兼用脚立の安定性を向上さ
せ作業者に安心感を与えることができ、作業者の精神的疲労を軽減することができる。
（４）一本足状又は二股状自在脚は後部梯子部よりも軽量なので、搬送性に優れる。
【００１７】
ここで、一本足状又は二股状自在脚としては、アルミニウムや軽合金等の金属材からなる
角材状やパイプ状の部材等が用いられる。一本足状自在脚又は二股状自在脚の下端部には
、設置安定性を高めるために、食い込み部等を有した設置面固定部等を設けるのが好まし
い。
　一本足状自在脚や二股状自在脚は、支持脚部の長さにも依るが長さが３００～１４００
ｍｍに形成されるのが好ましい。
二股状自在脚は、中央脚部と中央脚部の下部に頂部が溶接等で固定された二股部とで形成
され、二股部は半楕円形や二等辺三角形状に形設される。
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【００１８】
中央脚部の長さは、１８０～７００ｍｍに形成され、二股部の高さは、４００～１０００
ｍｍ、下部脚部の下端の開きは９００～１２００ｍｍに形成されるのが好ましい。一本足
状自在脚又は二股状自在脚部の長さをこれらの長さに形成することにより、簡易足場兼用
脚立の回転モーメントを小さくし簡易足場兼用脚立の揺れを小さくかつ少なくし、転倒を
防止することができる。
自在脚には、３０～５０ｍｍのピッチで、前後壁を貫通する貫通孔が形成される。各縦材
や支持脚部には、前記貫通孔と連通する２個以上の係止孔が形成される。係止孔と貫通孔
の間に２本以上の係止材を挿着することにより自在脚を所定の長さで固定することができ
る。又、各縦材や支持脚部の係止孔の形成部には、係止孔の摩耗を防止するために摩耗防
止材が配設されるのが好ましい。
【００１９】
簡易足場兼用脚立は、前部梯子部が、一の横桟の上面に前端部が固設され一の横桟から内
側に向けて固設された踏み板と、踏み板の内側端部から上方に向けて形設され上端部が前
記一の横桟より上方の他の前記横桟に固設された蹴り上げ板と、天板作業部の両側部又は
支持板と各踏み板の両側部とを連結する階段補強部と、を有する１段乃至複数段の階段部
を備えてもよい。
この構成により、以下の作用が得られる。
（１）梯子部が踏み板と蹴り上げ板とを有する階段部を備えているので、作業者は広い踏
み面を有する踏み板上に乗って安定した姿勢で高所作業ができ、作業中足を踏み外すこと
を防止でき安全性に優れると共に、踏み板上に作業具や材料等を置くことができ、作業中
に作業具や材料を取り換えるため前部梯子部を昇り降りする回数を減らし長時間の作業が
可能で作業性に優れる。
（２）蹴り上げ板を有し、踏み板にかかる荷重を蹴り上げ板と梯子部の横桟で支え荷重が
分散されるので、耐荷重が大きくすることができ、簡易足場として安全に種々の作業を行
うことができる。
（３）踏み板が横桟から内側に向けて延設された階段部が梯子部の内側に配設されている
ので、踏み面が簡易足場兼用脚立の重心の近くに位置し、安定性に優れ、従来の脚立に比
べ作業者が昇っても揺動したり傾いて転倒したりし難く安定性及び安全性に優れる。
（４）階段部が梯子部の内側に配設されているので、折畳み時に階段部が梯子部の外側に
大きく突出することなく階段部を天板作業部の下に収容するため全体をコンパクトで運搬
性や保管時の省スペース性に優れる。
（５）階段補強部を両側部に有するので、階段部が補強され、作業中に作業者のつま先に
力が入り踏み板に体重がかかっても力を分散でき、踏み板が撓んだり外れたりするのを防
ぎ安全性を高めることができる。
【００２０】
　ここで、踏み板や蹴り上げ板を横桟に固定する手段としては、溶接やビス止め、リベッ
ト止め等が用いられる。
　蹴り上げ板には１乃至複数の開口部を形成することができる。これにより、強度を維持
したまま軽量化を図ることができる。
階段部はプレス成形やＦＲＰ成形等を用いれば、所定の強度に設計された階段部を簡単に
作製でき、生産性に優れる。
階段補強部を備えているので、搬送中に階段部に局部的な負荷がかかっても変形したり外
れたりするのを防止できる。
【発明の効果】
【００２１】
　以上説明したように本発明によれば、以下のような有利な効果が得られる。
　・請求項１に記載の発明によれば、
広い天板作業部に、安全柵及び踏み外し防止部を備えているので、従来の脚立に比べて著
しく作業量を増やすことができるとともに、従来の脚立は天板上では作業できなかったが
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、天板作業部が広く、安全柵や踏み外し防止部を備えているので、天板上で安心して３６
０度作業範囲で作業ができ、高所の作業を、安心して安全に行うことができる簡易足場兼
用脚立を実現できる。
【００２２】
・請求項２に記載の発明によれば、請求項1で得られる効果に加え、
支持脚部を備えているので、四脚のみならず、剪定作業に好適な三脚としても使用でき、
また、支持脚固定部を板状突起部と係止部間に係止することにより、天板作業部を水平に
保持することが簡単にでき、安全性や作業の効率性を著しく高めることができる簡易足場
兼用脚立を実現できる。
【００２３】
・請求項３に記載の発明によれば、請求項1又は２で得られる効果に加え、
作業の内容に応じて、従来は複数台の重い脚立の準備を要したが、自在脚により従来の脚
立の１乃至複数台分の作業ができ、また従来の脚立では不可能であった傾斜地や段差地等
の不整地にも設置が可能で作業性に優れる。また、自在脚は縦材や支持脚部内に収納され
るので、コンパクトで搬送性や作業性に優れる簡易足場兼用脚立を実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の一実施の形態について、図１及び図２を用いて説明する。
　（実施の形態１）
　図１は本実施の形態１における簡易足場兼用脚立の前後部梯子部間を開いた状態を示す
全体斜視図であり、図２（a）は本実施の形態１における天板作業部の要部平面図であり
、図２（ｂ）は本実施の形態１における天板作業部側の要部中央断面図である。
　図１において、１は実施の形態１における簡易足場兼用脚立、２ａ，２ｂは一対の前後
部梯子部、３は前後部梯子部２ａ，２ｂの角材や断面が円形や四角形のパイプ材からなる
縦材、３ａ，３ａは縦材３の対向する面に固設された板状突設部、４は各縦材３の下端部
の設置面に固定された設置面固定部、５，５ａ～５ｄは２本の縦材３の間に架設された横
桟、６は前部梯子部２ａの上端部に連設固定された方形や等脚台形状の天板作業部、７は
天板作業部６と後部梯子部２ｂの上端部を回動自在に連結する回動連結部であり、前部梯
子部２ａの上端部の両側部に各々固設された一対の支持板７ａ，７ｂが連結軸２１（図２
（ａ）参照）を介して連結されて構成されている。天板作業部６は前部梯子部２ａの上面
及び支持板７ａ，７ｂの側部にビスや溶接等で固設されている。８は前部梯子部２ａに配
設された階段部、８ａ～８ｄは前部梯子部２aの横桟５ａ～５ｄの上面に前端部が配設固
定され該横桟から内側（後部梯子部２ｂ側）に向けて形設された踏み板、９ａ～９ｄは踏
み板８ａ～８ｄの後端端部から上方に向けて形設され上端部が横桟５ａ～５ｄより１つ上
の横桟５ｂ～５ｄ及び天板作業部６に配設固定された蹴り上げ板、１０は階段部８の踏み
板８ａ～８ｄ及び蹴り上げ板９ａ～９ｄの各々の両側辺部及び両支持板７に溶接等により
固着された長尺板状の階段補強部である。
【００２５】
　１１ａ，１１ｂは前後部梯子部２ａ，２ｂの両側部の所定高さに架設され前後部梯子部
２ａ，２ｂの開状態を保持する開状態保持材であり、各端部が各縦材３の板状突設部３ａ
，３ａに固定され保持材軸着部１２で折曲自在に連設されている。１２aは開状態保持材
１１ａ、１１ｂの端部を回動自在に保持する軸着部、１２ｂは開状態保持材１１ａの先端
部で開状態保持材１１aが保持材軸着部１２の上部で直角に折り曲げ形成された開状態保
持材１１ａ,１１ｂが開き過ぎるのを防止する開き防止片、１３は踏み板８aに設置された
水準器、１４は最下部の横桟５と縦材3との間に配設された横桟支持補強部、１５は天板
作業部6の上面に配設固定された安全柵、１６は安全柵１５の各角部に固設された縦材、
１７は作業者のほぼ腰の高さで天板作業部6と平行に形成され隅部で縦材１６と連設され
た安全柵１５の横材、１７aは前部梯子部２a側に開閉自在に配設された可動手すり部、１
７ｂは可動手すり部１７aの一端部に形成され縦材１６に回動自在に固定される固定手段
、１７ｃは可動手すり部１７aの他端部に形成され掛止部１７ｃに掛止される鉤部、１７
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ｄは可動手すり部１７aの他端部に形成され対向する縦材１６に設けられた掛止部、１８
は天板作業部６の上面から３～２０ｃｍの高さで安全柵１５の縦材１６に溶接等で固定さ
れた踏み外し防止部である。
【００２６】
　図２において、図１と同一の物は同一の番号を付して説明を省略する。１９は支持板７
a,７bの前後に固設された安全柵１５の縦材１６の下部が挿入されボルト等で固定される
枠材や中空管で形成された縦材固定部、２０は支持板７a,７bに固定される連結軸２１を
回動自在に収納するパイプ状の回動部、回動部２０は後部梯子部２bの縦材３の頂部が溶
接等で固定され、後部梯子部２bを回動自在に保持している。２２は連結軸２１の両端で
支持板７a,７bに固定するボルト等の固定部、２３は安全柵１５の縦材１６の下部を縦材
固定部１９に固定する固定螺子である。
【００２７】
　ここで、前後部梯子部２ａ，２ｂの縦材３や横桟５、安全柵１５、踏み外し防止部１８
の材質としては、アルミニウムや軽合金等の金属材からなる棒状、パイプ状部材等が用い
られる。また、天板作業部６や階段部８としては、アルミニウムや鉄等の金属板、合成樹
脂板、ＦＲＰ板等の板状部材が用いられる。なお、天板作業部６や階段部８は、表面に複
数の縞目状の突起を滑り止めとして形成した縞板を用いれば、滑り止めができ作業時の安
全性を高めることができる。
　前部梯子部２ａの両側の縦材３は中央より下部側を各々外側に少し湾曲させると、設置
面が広がり作業中の簡易足場兼用脚立1の左右への揺れや転倒を防止できる。
【００２８】
天板作業部６は等脚台形や四角形に形成され、前部梯子部２ａの頂部に架設された枠材に
溶接で固定されるか、金属棒に外套させた金属製のパイプ材に溶接して固定されるか、又
は支持板７ａ，７ｂの側部や上部に固定される。
支持板７ａ，７ｂは金属製の板状部材で作製したが、金属製の枠材で形成してもよい。
階段部８は前部梯子部２ａの全ての横桟５，５ａ～５ｄに設ける必要はなく、必要階段の
横桟に設けてもよい。軽量化を図ることができる。
　階段部８は１枚の金属板を階段状に曲げ加工して、又はＦＲＰ板を一体成形して作製さ
れる。生産性に優れると共に強度を高めることができる。
　また、階段部８の蹴り上げ板９ａ～９ｄには、１乃至複数の開口部を形成することによ
り、脚立１の軽量化を図ることができ取り扱い性及び搬送性を向上させる。開口部を踏み
板８ａ～８ｄに形成してもよく、開口部に替えて多数の孔を形成したパンチングメタル等
を用いてもよい。
【００２９】
　階段補強部１０は、材質としてステンレス鋼やアルミニウム等の金属製やエンジニアリ
ング樹脂製等の長尺板状部材が用いられる。階段補強部１０、１０は頂部が支持板７ａ，
７ｂに途中が階段部８の側部の当接面に、基部が縦材３，３に固設され、前部梯子部２ａ
の縦材３、３に所定間隔で略平行に固設されている。これにより、階段部８の後部両側部
を階段補強部１０、１０により、強固に保持するので、堅牢性を増し安全性を確保できる
。
【００３０】
　開状態保持材１１ａと開状態保持材１１ｂは保持材軸着部１２で互いに折曲するように
連結されている。これにより、作業者は前後部梯子部２ａ，２ｂを閉じる場合等に開き防
止片１２ｂのみを操作すればよく操作性に優れる。
　前部梯子部２ａの設置面との傾斜角度は５０°～８０°、好ましくは６０°～７０°に
設定され、後部梯子部２ｂの設置面との傾斜角度は、６５°～９０°、好ましくは７０°
～８５°に設定されるのが好ましい。
階段部８の踏み板８ａ～８ｄの奥行き長さは２２０ｍｍ～２８０ｍｍ、各踏み板８ａ～８
ｄ間の間隔（各横桟５ａ～５ｅ間の間隔）は３１０ｍｍ～４２０ｍｍに設定されるのが好
ましい。
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これにより、簡易足場兼用脚立１を安定して設置でき、且つ、作業者は安全且つ容易に階
段部８を昇り降りすることができると共に、踏み板８ａ～８ｄの面積を十分広く取ること
ができ、踏み板８ａ～８ｄ上で安定した姿勢で作業を行うことができ、また、踏み板８ａ
～８ｄが十分に広いので種々の作業具等を置いて円滑に作業を行うことができる。
【００３１】
　安全柵１５は、天板作業部６の四方又は前部梯子部２aを除く三方に形成される。高さ
は横材１７が大人の腰ぐらいになる様に調整される。前部梯子部２aを除く三方に形成さ
れた場合は、前部梯子部２a側の両側部の縦材１６間に固定手段１７bや、掛止部１７c、
鉤部１７dを備えた可動手すり部１７aを装設してもよい。
　踏み外し防止部１８は、安全柵１５の縦材１６に高さが３～２０ｃｍで、天板作業部６
の四方又は前部梯子部２aを除く三方に金属材を溶接等で固定して形成される。
天板作業部６を方形や前後に長い長方形の場合は、安全柵１５や踏み外し防止部１８を前
部梯子部２ａ側が下底の等脚台形状に形設してもよい。この場合は、作業中でも後部梯子
部２ｂ側の重心が簡易足場兼用脚立のほぼ中心に近づくので、作業時の安定性を高め転倒
事故を防止できる。
回動部２０は、支持板７ａ，７ｂのボルト挿通孔にボルトの雄ネジ部をワッシャを介して
挿着し、調整ナットを雄ネジ部にワッシャを介して螺合することにより、支持板７ａ，７
ｂを互いに回動自在に連結すると共に、調整ナットによる締め付け量を適宜調整すること
で、支持板７ａ，７ｂ間に隙間が形成されずガタが生じるのを防止でき、脚立１の設置安
定性に優れる。また、調整ナットの上から溝付きロックナットを螺合することで調整ナッ
トの緩みを防止できる。
【００３２】
　以上のように構成された本実施の形態１における簡易足場兼用脚立１について、以下そ
の使用方法を図１乃至図２を用いて説明する。
　簡易足場兼用脚立１を作業場所に設置するには、前後部梯子部２ａ，２ｂが閉じた状態
から、開状態保持材１１ａ，１１ｂが略直線状になるまで開き、踏み板８ａ等に設置され
た水準器１６を確認しながら天板作業部６の上面が水平になるように調整する。作業者は
設置した簡易足場兼用脚立１の前部梯子部２ａの横桟５及び階段部８を昇り降りし、天板
作業部６や踏み板８ａ～８ｄ上で作業を行う。工具や釘・螺子等の材料を例えば踏み板８
ｄ又は天板作業部６に置いて、天板作業部６又は踏み板８ｄで作業を行い、途中で別の工
具等を取り替えるために昇り降りすることなく円滑に作業を行うことができる。
【００３３】
　簡易足場兼用脚立１を折畳むには、開き防止片１２ｂを上に上げ開状態保持材１１ａ，
１１ｂを折り曲げながら前部及び後部梯子部２ａ，２ｂを閉じていき、階段補強部１０が
後部梯子部２ｂの横桟５に当接するまで接近させる。
【００３４】
　以上のように本実施の形態１における簡易足場兼用脚立１は構成されているので、以下
のような作用を有する。
（１）天板作業部６が広いので天板に上って作業ができ、従来の脚立よりも高所作業が容
易で作業範囲を広げることができる。
（２）天板作業部６に安全柵１５や踏み外し防止版１８を有するので、足場としての作業
方向を３６０度に拡大しても作業者は転落の危険性がなく、安心して作業ができるので、
作業者の前方約１８０度しか作業ができなかった従来の脚立に比べて、作業範囲や作業量
を大幅に増大させることが可能で、省力性や作業性に優れる。
（３）天板作業部６や、天板作業部６が方形の場合は安全柵１５や踏み外し防止板１８を
等脚台形状に後部梯子部2ｂ側を狭く形成することにより、作業中でも簡易足場兼用脚立1
の重心の位置を変動させることが少ないので、傾きやぐらつきを少なくし、作業時の安定
性を高める。
（４）前部梯子部２ａが踏み板８ａ～８ｄと蹴り上げ板９ａ～９ｄとを有する階段部８を
備えているので、作業者は天板作業部６や通常の横桟より広い踏み面を有する踏み板８ａ
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～８ｄ上に乗って安定した姿勢で高所の作業ができると共に、縦材３，３が防止材となっ
て足を踏み外すのを防止でき、作業者は転落の危険性がなく、転落の不安による余計な注
意力を払う必要がなく作業性及び安全性に優れる。
（５）後部梯子部２ｂ側の安全柵１５が手すりになるので、身を乗り出して高所作業を行
うことが出き作業性に優れる。
【００３５】
　（実施の形態２）
　図３は本実施の形態２における簡易足場兼用脚立の全体斜視図であり、図４は天板作業
部を示す要部平面図であり、図５は本実施の形態２における脚立の要部縦断面図であり、
図６は一本足状自在脚の正面図である。図1及び図2と同一の物は同一の符号を付し説明を
省略する。
　図３及び図４において、１aは本実施の形態２における三脚式の簡易足場兼用脚立、６
ａは等脚台形状に形成された天板作業部、１５ａは等脚台形状に形成された安全柵、１６
ａは間隔が前部梯子部２ａの縦材１６よりも狭く形成され上部が腰部の高さで山形状に形
成された山形縦材、１７eは後部梯子部2ｂ側が高くなるように傾斜して形成された安全柵
１５aの傾斜横材、１８ａは等脚台形状に形成された踏み外し防止部、３０は蹴り上げ板
９ａ～９ｄに穿設された軽量化のための開口部、４１は上端部が回動部２０の略中間部に
溶接等で固定され天板作業部６に回動自在に配設されたアルミニウムや軽合金等の金属材
のパイプ状部材からなり前後壁に貫設されたの支持脚孔部（図示せず）を備えた支持脚部
、４１aは支持脚部４１の下部とそれよりも上部の２か所に嵌装固定され各々支持脚孔部
（図示せず）と連通する係止材孔部を備えた２個の短管電話形成された摩耗防止材、４２
ａ，４２ｂは支持脚部４１の上端部近傍の所定部から回動部２０の両端部近傍に渡って斜
めに架設された一対の補強材、４３は支持脚部４１に挿設され短管等からなり溶接等で固
定された支持脚固定部保持材、４３aは支持脚固定部保持材４３の前部梯子部２ａ側に突
設された板状突設部、４４は板状突設部４３aの孔部４４ａに一端が回動自在に配設され
た支持脚固定部、４５は支持脚部４１に下部から挿入され後部梯子部２bの長さを調節す
る一本足状自在脚、４６は一本足状自在脚４５の上側側部に３～５ｃｍの等間隔で前後壁
を貫通して複数形成された支持脚部４１の下部を固定する固定孔、４７は摩耗防止材４１
aの支持脚孔部と所定部の固定孔４６を貫通しナットで螺着して支持脚部４１の挿入長さ
を調節する固定螺子等からなる係止材、４８は一本足状自在脚４５の接地部、４９は支持
脚部４１を地面に固定する杭を打ち込む杭穴、５０は設置面固定部である。
【００３６】
図５及び図６において、４４は前部梯子部２ａと支持脚部４１の板状突設部４３ａ間に配
設された板状の支持脚固定部、４４ａは支持脚固定部４４の先端側に複数開設され設置面
Xの状態に応じて支持脚部４１の開き度を調節するための孔部、５１は踏み板８ｂの下面
中央に垂設固定された固定部材で、また先端側には支持脚固定部４４と螺着される螺子孔
（図示せず）等の係止孔が形成されている。５２は固定部材５１の係止孔に支持脚固定部
４４の先端の孔部４４ａで装着された蝶螺子等の係止材、５３は接地部４８の杭穴４９に
打ち込まれた杭である。
【００３７】
支持脚部４１は簡易足場兼用脚立1ａの設置場所に応じて一本足状自在脚４５が支持脚部
４１内に所定長さ挿入され支持脚部４１の支持脚孔部と固定孔４６に係止材４７が挿設さ
れ固定される。
尚、前部梯子部２ａの各縦材3，３の下部にも一本足状自在脚４５を挿設してもよい。こ
れにより、３本の一本足状自在脚４５の長さ（高さ）を調整するだけで、傾斜地や段差地
のような悪条件の不整地でも天板作業部６を水平に保つことができる。
【００３８】
以上のように構成された実施の形態２の簡易足場兼用脚立について、以下その使用方法を
説明する。
（１）作業現場が不整地で段差や傾斜がある場合、パイプ状の支持脚部４１の下端から一
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本足状自在脚４５を挿入し、天板作業部６の上面が水平になる様に水準器１３を見ながら
一本足状自在脚４５の長さを調整する。
（１）支持脚固定部４４を螺子等の係止材４４ａで固定する。
（２）杭穴４９に杭を打ち込んで固定する。
【００３９】
以上のように実施の形態２の簡易足場兼用脚立は構成されているので、以下の作用効果が
得られる。
（１）支持脚部４１と一本足状自在脚４５の固定は、支持脚部４１の管壁の前後に貫設さ
れた支持脚孔部と、摩耗防止材４１ａの孔部と、固定孔４６にボルト等の係止材４７を貫
通挿設するだけで、支持脚部４１を所定の長さに調節できる。
（２）支持脚部４１と一本足状自在脚４５の簡単な固定作業で、段差や傾斜面がある不整
地でも天板作業部６を水平に保つことができる。
（３）支持脚部４１が前後に動くので、不整地でも容易に位置決めができる。
（４）後部側に多少傾斜した山形縦材１６ａと傾斜横材１７ｅを有するので、片手で山形
縦材１６ａの頂部を掴み身を乗り出して作業ができ、更に傾斜横材１７ｅ前部梯子部２ａ
側に傾斜しているので、腰に吊るした安全ベルトや各種道具が引っかからず作業を円滑に
行うことができる。
（５）天板作業部６が等脚台形に形成されているので、後部側の作業範囲が中央側に限定
されるので、重心が移動せず簡易足場兼用脚立1Ａの傾きやぐらつきを防止することがで
きる。
【００４０】
　（実施の形態３）
　図７は実施の形態３の簡易足場兼用脚立の背面側斜視図であり、図８は二股状自在脚の
正面図であり、図９は簡易足場兼用脚立の要部断面図である。
実施の形態３の簡易足場兼用脚立１bは、実施の形態１，２と以下の点で異なっている。
前部梯子部２aの縦材３aが、中央より下部側で左右方向に少し弓なりに湾曲し左右への揺
れや横転を防止し安全性を高めている点。縦材３aの下部に縦材３aの長さを調節すること
ができる一本足状自在脚４５ａ、４５ｂを備えている点。支持脚部４１の下部に二股状自
在脚６０を備えている点である。次に、二股状自在脚６０について図面を用いて説明する
。
図７乃至図９において、６０はアルミニウムや鉄等の金属材で作製された二股状自在脚、
６１は板材又はパイプ材で形成された支持脚部４１の下部に挿入され固定される挿着部で
ある。６２は任意の高さに調節できるように３～５ｃｍの等間隔で挿着部６１の管壁の前
後に複数貫設された固定孔ている。６３は挿着部６１と溶接で固定された二股部、６４は
挿着部６１と二股部６３の頂部を溶接で接合した接合部、６５は設置面食い込み部、６６
は二股部６３を補強する二股部横桟、６７は杭である。
【００４１】
　次に、実施の形態３の簡易足場兼用脚立の使用方法について説明する。
簡易足場兼用脚立１bの設置面が不整地で傾斜地であったり、階段状等デコボコで段差が
ある場合、前部梯子部２ａの縦材３ａ，３ａ間の設置面の高低差に応じて支持脚部４５ａ
、４５ｂの長さを水準器１３を見ながら左右が水平になるように調節し、縦材３ａ，３ａ
と支持脚部４５ａ、４５ｂを螺子等の係止材４７で固定する。次いで、支持脚部４１の二
股状自在脚６０の装着部６１の長さを水準器１３を見ながら前後が水平になるように調節
し、天板作業部6を水平に保つ位置で挿着孔部と螺着孔部６２に係止材４７を挿着し固定
する。
【００４２】
以上のように、実施の形態３の簡易足場兼用脚立は構成されているので、以下の作用効果
を有する。
（１）後部梯子部を支持脚部回動連結部から取り外し支持脚部に取り換えることにより、
三脚として使え、建築の内装工事や剪定作業で使用することができる。
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（２）前部梯子部２ａの各縦材に一本補助脚自在脚を装設することにより、設置面が傾斜
地や階段状であっても、容易に設置でき設置面の適応箇所が広く利便性に優れる。
（３）二股状自在脚が二股に形成されているので、四脚となり、三脚に比べて安定した姿
勢を保ち、安定性に優れる。
（４）固定螺子用孔部や挿着部を調節する事により、設置面が傾斜地や階段状であっても
、容易に設置でき設置面の適応箇所が広く利便性に優れる。
（５）設置面が傾斜地や階段状であっても、天板作業部を常に水平に保ことができる。
【００４３】
　次に、本願の簡易足場兼用脚立と公知の脚立との違いを、（表１）の対比表で説明をす
る。（表１）から明らかなように、本願の簡易足場兼用脚立は、市販されている従来の脚
立の有する課題をほとんど解決したことが分かる。また、本出願人の特許第３８２１８３
６号は市販されている従来の脚立の有る課題の大部分を解決しているが、a.不整地での作
業性や、b.三脚・四脚の切り替え性、c.全長の長さの調節性が欠けるという課題を有して
いたが、本願の簡易足場兼用脚立はこれらの課題もすべて解決することができた。
【００４４】
【表１】

【００４５】
（実施の形態４）
　図１０は実施の形態４の簡易足場兼用脚立を２脚用い簡易足場を形成した状態を示す模
式図である。
　図１乃至図９と同一のものは同一の符号を付し、説明を省略する。
図１０において、７０は簡易足場兼用脚立１，１ｂの各々の階段部８を対向させて各々デ
コボコの不整地からなる設置面Ｘａに設置され形成された簡易足場、７１は簡易足場兼用
脚立１，１ｂを対向する各階段部８の踏み板８ｃ間に渡設された簡易足場７０の足場板で
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ある。
【００４６】
以上のように実施の形態４の簡易足場は構成されているので、以下の作用・効果を有する
。
（１）簡易足場兼用脚立１，１ｂの各階段部８側を足場板７１の長さに空けて対向させ各
杭穴に杭を打ち込み、足場板７１を各階段部８の踏み板８ｃ間に渡設するだけの作業で、
作業中にがたつきの無い安定した簡易足場７０を簡単に立てることができる。
（２）従来の脚立２台を対向させて簡易足場は接地面が整地された平地でしか使用できな
かったが、本件発明の簡易足場兼用脚立は一本足状自在脚や二股状自在脚を備えているの
でどのような不整地でも水平にかつ安定して簡易足場を設置できる。
（３）従来のピケ足場を用い実施の形態４と同じ高さに組み立てる場合、４個のジャッキ
ーベース、４本の支柱、４個の転ばし、２枚の足場板、８個の足場板ロックプレート、昇
降階段の多数の材料を必要とし、これらを用いて組み立てる場合、２人がかりで運搬から
組み立て作業まで非常に多くの部材と作業工数を必要としていたが、実施の形態４の簡易
足場の設置は１人で、かつ極めて少ない部材で、簡単な作業で、著しく短時間で設置でき
、設置作業の作業性に優れる。
（４）従来のピケ足場では、作業内容に応じて、足場板の高さを短時間に且つ1人で自由
に変えることは不可能であったが、本実施の形態の簡易足場によれば、1台の簡易足場兼
用脚立を動かし、所定高さの踏み板８ａ等の間に足場板を渡設するだけで、足場板の高さ
を自由に変えることができ、高さの自在性や作業の効率性に優れる。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　本発明は、足場となる広い天板作業部を有するとともに、天板作業部に安全柵と、足を
踏み外す事故を防止する踏み外し防止部を備えているので、３６０度の作業方向で作業を
行うことが可能で従来の脚立による作業に比べ、作業量を大幅に増やすことができるだけ
でなく、高所の作業を安全にかつ安心して行うことができ、また、より高所の作業をする
ときは、前後部梯子部や支持脚部の自在脚の長さを調整するだけで一台の簡易足場兼用脚
立で対応することができる。更に、一本足状自在脚や二股状自在脚を用いることにより、
天板作業部や階段部を水平に保ち、従来作業が不可能であった傾斜地や段差地、不整地で
作業を行うことができ作業性を向上させ、また、２台の簡易足場兼用脚立対向させ天板作
業部を水平にし足場板を渡設するだけで簡易足場としても利用することができる、簡易足
場兼用脚立を提供することが可能な有用な発明である。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本実施の形態１における簡易足場兼用脚立の前後部梯子部を開いた状態を示す全
体斜視図
【図２】（a）は本実施の形態１における天板作業部の平面図、（ｂ）は本実施の形態１
における天板作業部側の中央断面図
【図３】本実施の形態２における簡易足場兼用脚立の全体斜視図
【図４】天板作業部を示す要部平面図
【図５】実施の形態２における簡易足場兼用脚立の要部縦断面図
【図６】一本足状自在脚の正面図
【図７】実施の形態３の簡易足場兼用脚立の背面側斜視図
【図８】二股状自在脚の正面図
【図９】簡易足場兼用脚立の要部断面図
【図１０】実施の形態４の簡易足場兼用脚立を２脚用い簡易足場を形成した状態を示す模
式図
【符号の説明】
【００４９】
　１，１ａ，１ｂ簡易足場兼用脚立
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　２ａ　　前部梯子部
　２ｂ　　後部梯子部
　３　　　縦材
　４　　　設置面固定部
　５　　　横桟
　６　　　天板作業部
　７　　　回動連結部
　７ａ，７ｂ　支持板
　８　　　階段部
　８ａ～８ｄ　踏み板
　９ａ～９ｄ　蹴り上げ板
　１０　　階段補強部
　１１ａ，１１ｂ　開状態保持材
　１２　　保持材軸着部
　１２a    開き防止片
　１３　　水準器
　１４　　横桟支持補強部
　１５，１５ａ　安全柵
　１６　　縦材
　１６ａ　山形縦材
　１７　　横材
　１７ａ　可動手すり部
　１７ｂ　固定手段
　１７ｃ　掛止部
　１７ｄ　鉤部
　１７ｅ　傾斜横材
　１８，１８ａ　踏み外し防止部
　１９　　縦材固定部
　２０　　回動部
　２１　　連結軸
　２２　　固定部
　２３　　固定螺子
　３０　　開口部
　４１　　支持脚部
　４１ａ　摩耗防止材
　４２ａ，４２ｂ　一対の補強材
　４３　　支持脚固定部保持材
　４３a  板状突設部
　４４　　支持脚固定部
　４５　　一本足状自在脚
　４６　　固定孔
　４７　　係止材
　４８　　設置面固定部
　４９　　杭穴
　５０　　設置面固定部
　５１　　固定部材
　５２　　蝶螺子
　５３　　杭
　５５　　固定螺子用孔部
　６０　　二股状自在脚
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　６１　　装着部
　６２　　固定孔
　６３　　二股部
　６４　　接合部
　６５　　設置面食い込み部
　６６　　二股部横桟
　Ｘ，Ｘａ　　設置面

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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